
レイシー投込式クーラー
AZ-280X型

AZ-280X-15L 型

取扱説明書

正しく安全にお使いいただくために、
ご使用の前に必ず取扱説明書をお読みください。

本製品には、温調器は内蔵されておりません。水（液）温を一定に保つ
制御を行うには、サーモコントローラ TC-101（別売）が必要になります。
別途ご準備ください。
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はじめに
このたびはレイシー投込式クーラー AZ型をお買い上げいただき、まことにありがとうござ
います。

この取扱説明書は、お客様にレイシー投込式クーラー AZ型を安全で正しくお使いいただく
ためのものです。本機をお使いになる前には、必ず本書をよくお読みください。

こ取扱説明書をお読みになった後は、本機をお使いになる方がいつでも読むことができると
ころに大切に保管し、必要なときにお読みください。

本機をゆずられる場合、次に使用される方のために、本書をクーラーに付けておいてください。
また、本書を読んでも取扱方法が分からないときには、お買い求めの販売店または本書記載
の当社にお問い合わせください。

本製品は日本国内用に設計されています。国外でのご使用は保証いたしかねます。

警告事項をまもらないと死亡や重傷に至る重
大な事故をおこす恐れがあります。

安全にお使いいただくために
取扱説明書に記載する記号について
本書では、特に重要な事項や知っておいていただきたいことを、記号を用いて説明しており
ます。それぞれの記号とその内容は次のとおりです。

警　告

注　意

アドバイス

注意事項をまもらないとケガを負ったり、製
品が損傷をおこす恐れがあります。

製品を使用するうえで、知っておいていただ
きたいことについて説明します。
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製品概要
レイシー投込式クーラー AZ型は、コンプレッサーを内蔵した水（液）槽用の冷却装置です。冷却コイルを水（液）
槽に入れることにより、水または液を冷却します。

この製品は、フロン排出抑制法の第1種特定製品です。本製品に充填されている温暖化ガス
（フロン類）をみだりに大気中へ放出することは禁じられています。廃棄・整備するときは、
都道府県に登録された第1種フロン類回収業者に、フロン類の回収を依頼してください。

製造番号および各部の名称
アフターサービスなどについてのご相談に対し的確な判断・処理をするためには、正しい製造番号が必要です。
アフターサービスなどのお問い合わせには、必ず正確な製造番号（MFG.No.）をご連絡ください。
製造番号は、以下の位置の型式銘版に刻印してあります。

排気
吸気

排気

排気

後面 側面 前面

上面

機種名銘板

注意銘板

型式銘板

注意銘板

注意タグ

冷却コイル

保護カバー

アースねじ

フィルター

フィルター
ガイド

フレキシブルチューブ

電源プラグ

保護チューブ

型式銘板

製造番号
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設置するために

次のものがそろっているか確認してください。
欠品している場合は、お買い上げの販売店にご連絡ください。

同梱品 数量
本体

取扱説明書（本書）
コイルホルダー
排気カバー

修理チェックシート
保証書

1
1
1式
1
1
1

1.  クーラーの据付に適した環境を選ぶ。
2.  クーラーを安定した水平な台の上に設置する。
3.  通気性を確保する。
4.  フレキシブルチューブ部に巻いてあるバンドを外す。
※  バンド部はマジックテープをはがして外します。バンドは保管・移動
の際に使用します。カットしないでご使用ください。

5.  クーラー本体、冷却コイル、水（液）槽の位置を決定する。
6.  冷却コイルを水（液）槽に入れる。
※  水（液）位を冷却コイルの水位警告ラベルの警告線以上にしないでく
ださい。

警　告

クーラーを湿気の多い場所で使わないでください。本体を水につけたり、
表面に水滴の生じるような湿気の多い場所で使うと、感電、ショートや火
災の恐れがあります。

警　告

腐食性ガスが滞留する場所、湿気、ホコリ、油煙等の多い場所や熱源の近
く、高温（35℃を超える場所）になるところ、またはなる恐れのあると
ころに置くと、火災や感電の恐れがあります。これらの場所にはクーラー
を置かないでください。

同梱品の確認

据付方法
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警　告

クーラーの上に花瓶、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の入った容器、
または小さな金属類を置くと、こぼれたり、内部に入ったりして火災や感
電の恐れがあります。クーラーの上にはものを置かないでください。

警　告

安定していない場所や傾いている場所、振動のある場所に設置すると事故
や故障の恐れがあります。クーラーは安定した水平な（斜度3°以内）場
所に設置してください。
また、車両や船舶内では使用できません。

警　告

クーラーの吸入孔は壁から15cm以上離し、排気孔前は開放状態にし、通
気性を充分に確保してください。通気性の悪い場所に設置すると、冷凍機
の温度が上がり保護回路が作動して、冷凍機が自動停止し冷却ができなく
なります。
また、クーラーの吸入孔、排気孔をふさぐと、内部に熱がこもり、火災や
故障の恐れがあります。

アドバイス

クーラーを水（液）槽の横に設置する場合や、排気が気になる場合は、左
右どちらかの側面の排気孔に排気カバーを取り付けることができます。排
気カバーはネジ4本で固定することができます。左図の位置のネジをプラ
スドライバーで取り外し、取り付けをしてください。

注　意

排気カバーを取り付ける場合は、反対側の排気孔周辺を必ず開放状態と
し、通気性を確保してください。故障の原因となります。

側面

排気カバー
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注　意
フレキシブルチューブは半径45mmより小さく折り曲げないでくださ
い。また、繰り返して折り曲げないでください。折り曲げ箇所に亀裂が入
り、故障の原因となります。

半径45mm以上

水中ポンプなど

注　意
冷却コイルを取り回す際にはクーラー本体の上面を回すようにしてくださ
い。クーラー本体の正面を回すとフレキシブルチューブに負荷がかかり、
うまく移動できない場合があります。

注　意
冷却コイルは下向きに設置してください。上向きに設置すると、水（液）
体が保護カバー内およびフレキシブルチューブ内に侵入し、故障の原因と
なることがあります。

注　意
ポンプやエアレーションにより、水流がある場所に冷却コイルを設置してく
ださい。水流がないと、冷却コイルが凍結し、故障の原因となります。

注　意
冷却コイルはコイル部全体を水（液）中に入れ、かつ直管部にある水（液）
位警告ラベルの警告線以下が水（液）面になるように設置してください。冷
却コイルが水（液）中から出ると冷却効果が悪くなるばかりでなく故障の
原因となります。
また、水（液）中に入れるのは冷却コイル部だけとし、保護カバーおよびフ
レキシブルチューブ部は水（液）中に入れないでください。故障の原因とな
ります。

注　意
フレキシブルチューブおよび冷却コイルは丁寧に取り扱ってください。
折り曲げたり、衝撃を加えたりすると、故障の原因となります。

水(液)位警告
 ラベル(黄色)

保護カバー

水（液）位上限

水（液）位下限

液中へ
浸漬不可

空気中へ
露出不可
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〔冷却コイルの固定〕
●  付属のコイルホルダーを使用する場合
※  このコイルホルダーはフランジ（補強板）付きのアクリル・塩ビ製
水（液）槽で、下図の各部寸法を満たしている場合に使用できま
す。フランジのない水槽、ガラス製水槽では使用できません。

※  他の固定具を使用すると故障の原因となる場合があります。

A

A：25mm以内
B：5～15mm
C：40mm以上

BC
水槽断面

水槽フランジ（補強板）

1.  左図の部品がそろっているか確認する。
※  コイルホルダー本体は、加工の都合上スジやシワが入っ
ている場合があります。強度に問題はなく、異常ではあ
りません。

※  コイルホルダー主材質
本体：PVC（透明）
六角ボルト：PVC（グレー）
蝶ボルト：ステンレス
コイル保護用ホース：軟質塩ビ

2.  コイルホルダーを取り付ける位置を決める。
※  冷却コイルが水（液）槽壁面や岩などの障害物にぶつか
らないように注意してください。

3.  水（液）槽フランジにシリコンシートを敷き、コイルホル
ダーのベース部分をボルト3本で固定する。
※  水（液）槽フランジ部、シリコンシートの汚れや水分を
拭き取ってから作業してください。

※  ボルトは工具を使わずに手で締め込んでください。ま
た、締め過ぎには注意してください。樹脂部分の変形や
破損の原因になります。

※  ボルトはフランジ部の厚さにより、最後まで締め込むこ
とができません。

コイルホルダー本体（1コ） シリコンシート（1枚）

蝶ボルト
（2コ）

六角ボルト
（3コ）

コイル保護用
ホース（1コ）

シリコンシート
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4.  冷却コイルにコイル保護用ホースを巻く。
※  コイル保護用ホースは、必ず冷却コイルの水（液）位警
告ラベルより下に巻いてください。

5.  冷却コイルをコイル固定部で挟み、蝶ボルトで固定する。
※  ボルトは、工具を使わずに手で締め込んでください。ま
た、締め過ぎには注意してください。樹脂部分の変形や
破損の原因になります。

6.  ゆるみ・ガタツキがない程度にセットする。

●  コイルホルダーを使用しない場合
前項の内容に従って設置してください。

注　意

固定した後は、冷却コイルを持って動かさないでください。冷却コイルや
コイルホルダー、水（液）槽の故障・破損の原因になります。
また、クーラー・水（液）槽などを移動する際は、コイルホルダーを外し
てください。

アドバイス

コイルホルダーを使用して、フランジがない水（液）槽やバケツ等にも冷
却コイルを簡易的に固定することができます。
左図の向きにコイルホルダー本体をセットし、蝶ボルト側にシリコンシー
トを挟んで六角ボルト、蝶ボルトを調整しながら締めて固定してください。
※  水（液）槽やバケツ等の形状によってはコイルホルダーが使用でき
ない場合もあります。

※  各ボルトの締め過ぎには注意してください。水（液）槽やバケツ等
の変形や破損の原因になります。

※  ガラス製の水（液）槽ではコイルホルダーは使用できません。

コイル保護用
ホース

水位警告
ラベル

シリコン
シート
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サーモコントローラ TC-101に接続して使用する場合は、サーモコントロー
ラ TC-101取扱説明書に従って配線してください。（TC-101以外のサーモ
コントローラを使用する際には、その取扱説明書をご参照ください。）

1.  クーラーにアースを取り付ける。
2.  漏電ブレーカーを取り付ける。

注　意
アースを取り付けずに使用すると、感電する恐れがあります。

アドバイス

アースの取り付け工事は電気工事店にご相談ください。また、アースを付
けたり外したりするときは、必ず電源プラグを抜いてから行ってください。

注　意
漏電ブレーカーを取り付けないで使用すると、感電の恐れがあります。
市販の漏電ブレーカーを取り付けてください。

警　告
本クーラーは交流100V（50/60Hz）専用です。交流100V（50/60Hz）
以外で使用すると、故障や火災の恐れがあります。

警　告
電源プラグは根元まで確実に差し込み、延長コードを使用したりタコ足配
線はしないでください。感電や火災の原因になります。

警　告
電源コードは大切に扱ってください。電源コードの上に物を載せたり、加
熱、加工、または引っ張ったりすると、感電や火災の恐れがあります。電
源コードやプラグが劣化・破損した場合は、販売店にご相談ください。

警　告
濡れた手で電源プラグを抜き差しすると、感電する恐れがあります。電源
プラグを取り扱うときは、よく水分を拭き取ってください。

配線方法
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運転するために 本書「据付方法」をよくお読みになり、クーラーを正しい状態で設置してください。

クーラーを運転する前に、もう一度各部を確認してください。

1.  クーラー前面、側面、後面の通気性が確保されているか。
2.  冷却コイルが水（液）槽内に正しく設置されているか。
3.  液体の温度が35℃を超えていないか。
4.  サーモコントローラおよび温度センサーが正しく取り付けられているか。

注　意
運転中に冷却コイル周辺（外面・内面とも）に異物やエアストーン等が触
合う状態で使用しないでください。故障の原因となります。

注　意
冷却コイルが凍結した場合はクーラーの電源を切り、水（液）槽から冷却
コイルを取り出して自然解凍してください。
ドライバーやアイスピック等で氷を取り除くと、冷却コイルに穴やキズ等
が生じて故障の原因になりますので絶対に避けてください。

注　意
冷却コイルが冷えている状態では、濡れた手でコイル部にさわらないでく
ださい。手が冷却コイルに張り付き、とれにくくなることがあります。
また、冷えたコイルにさわり続けると凍傷の恐れがあります。

注　意
35℃を超える液体に使用すると、コンプレッサーが過負荷になり、クー
ラーの寿命が低下する恐れがあります。35℃を超える水（液）体を使用
しないでください。

警　告
煙やこげくさい臭いがしたまま使用すると、火災や感電の恐れがあります。
煙やこげくさい臭いがしたら、すぐに電源プラグを抜きお買い求めの販売
店にご連絡ください。

警　告
クーラーの通風孔、排気孔などから内部に金属類や燃えやすいものなどの
異物を差し込んだり、手や指などを差し込むと、火災や感電の恐れがあり
ます。クーラー内部に異物を入れないでください。

運転の前に
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※  サーモコントローラ TC-101（別売）をご使用の際の運転方法です。

TC-101以外のサーモコントローラをご使用の際には、その運転方法に従
い、運転時間と停止時間は各々5分以上となるように調整を行ってくださ
い。頻繁なON/OFF は故障の原因となります。

1.  クーラーの電源プラグをサーモコントローラのクーラー側出力コードに
接続する。

2.  サーモコントローラの電源を入れ、設定温度を10℃～35℃に合わせ
る。
※  サーモコントローラ TC-101はヒーター専用のコンセントがあり、
別売りの100V1kW以下のヒーターをコンセントに差し込むことが
できます。ヒーターはサーモコントローラで自動的にコントロール
されます。（注意：サーモスタットなどが内蔵されているヒーターは
使用できません。）ヒーターは1kWまで使用できますが、許容電流
は100V10A以下です。故障の原因となりますので、10Aを超え
るヒーターは使用しないでください。また、クーラーのみを運転す
る場合は、ヒーターのコンセントを抜き、ヒーターは別途保管して
ください。

アドバイス

水（液）温が設定温度より高いと、約 3分後にサーモコントローラ操作表
示部のクーラー運転ランプ（緑）が点灯し、クーラーが始動します。
水（液）液温が設定温度と同じ、または設定温度より低い場合
はクーラーが始動しません。その場合は設定温度を下げてクー
ラーが始動するのを確認し、その後設定温度をもどしてください。

アドバイス

水（液）温と設定温度がほぼ同じときは電源が入っていてもサーモコント
ローラのクーラーランプ、ヒーターランプは点灯しません。また、ヒーター
ランプはヒーターの接続があるなしにかかわらず、設定温度よりも水（液）
温が低ければ点灯します。

注　意
感電の原因になることがありますので、水（液）槽内に手を入れるとき、
本製品をセットするとき、生体を出し入れするとき、点検・掃除などをする
とき、器具を移動するとき、地震などのときには電源プラグをコンセント
から抜いてください。

警　告
コンセントに水滴がかかったり、水がコードを伝わって濡れると火災や感
電の恐れがあります。コンセントは、水（液）槽より充分に高い位置にあ
るコンセントを使用してください。

運転方法

サーモコントローラTC-101 各部の名称
取付用フック

操作表示部

キスゴム

クーラー側
出力コード

水温センサ

電源プラグ

電源コード

ヒーター側
出力コード

ヒーター運転
ランプ

クーラー運転
ランプ



12

始動するときは、運転を停止し、電源プラグを抜き、冷却コイルをコイル
ホルダーから外してください。
フレキシブルチューブ部を本体のバンドに固定し、本体側面の取手を持っ
て移動してください。

注　意

移動するときは、フレキシブルチューブを引っ張って持ち上げたりしない
でください。故障の原因となります。
また、本体、冷却コイル等各部をぶつけたり、落としたりしないようにご
注意ください。

長時間使用しないときは、冷却コイル部の汚れや水（液）を洗い流し、水
気を拭き取り、本体のほこりや汚れ等を拭き取ってからカバーをかけて湿
気の少ないところに保管してください。

移動するときは

保管するときは
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お手入れのしかた
クーラーのお手入れは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてから行っ
てください。

警　告
電源プラグは定期的に清掃してください。電源プラグの隙間にホコリ、ゴ
ミが付着すると、湿気などにより火災の原因となります。
乾いた布ややわらかいブラシで清掃してください。

注　意
電源プラグをコンセントに差し込んだままお手入れを行うと、感電などの
恐れがあります。電源プラグをコンセントに差し込んだままお手入れを行
わないでください。

本体カバーの汚れを落す際は、やわらかい布で乾拭きしてください。汚れ
が落ちにくい場合は、水または中性洗剤を少量しみこませた布で拭きとっ
てください。水または中性洗剤以外は使用しないでください。

注　意
塗装面や金属に対して腐食性のある液体（海水等）が付着した場合は、こ
まめに清掃を行ってください。また頻繁に腐食性のある液体が付着する場
合は付着しないよう防護するなどの対策を行ってください。

開孔部およびフィルターに付着したホコリ、ゴミは電気掃除機で清掃して
ください。通常、１か月に１回程度の掃除を必ず行ってください。ホコリ・
ゴミが多い環境の中で使用する場合は、さらに頻繁に清掃してください。
クーラーの背面に着脱式のフィルターが付いていますので、フィルターを
矢印の方向にスライドさせて取り外し、清掃してください。また、フィル
ターを外した部分にあるコンデンサー部も同様に清掃してください。

アドバイス

フィルターおよびコンデンサー（後面開孔部）の目詰まりは、クーラーの
冷却効果を弱めます。そのまま放置すると故障の原因となる恐れもありま
すので、状況に応じて頻繁に清掃を行ってください。

アドバイス

フィルターを矢印の方向にスライドさせて取り外すことができない設置環
境の場合は、フィルターガイドを外して横方向にフィルターを取り外すこと
ができます。フィルターガイドの固定ネジは手で緩めて外せます。フィルター
清掃後は元の通りにフィルターガイドを取り付けてください。

本体カバーの清掃

開孔部の清掃

後面

フィルター

フィルター
ガイド

最も多い故障の原因は

フィルターの目詰まりによるものです。
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故障の対処方法
クーラーのご使用中に異常が生じた場合、お使いになるのをやめ、次の表
で故障原因を確かめてから、お求めになった販売店にご相談ください。

警　告

クーラーを分解したり、改造したりすると火災や感電の恐れがあります。
クーラーが故障したり、破損したら、すぐに電源プラグを抜いて、お買い
求めの販売店にご連絡ください。

状　態 原　因 対　策

まったく
運転しない

●  電源プラグがコンセントから抜けていませんか。
●  停電またはブレ－カーが作動していませんか。
●  漏電ブレーカーが作動していませんか。
●  水（液）温よりもサーモコントローラの設定温
度が高くなっていませんか。

○  電源プラグをコンセントに入れる。
○  通電を待つ、またはブレーカーを入れる。
○  電気工事店に相談してください。
○  異常ではありません。

冷却しない
または

冷却力が弱い

●  周囲温度が35℃を超えていませんか。または
35℃を超えたことはありませんか。

●  開孔部・コンデンサーが目詰まりしていませんか。
●  本体開孔部の周囲に障害物がありませんか。
●  システム全体の水（液）量が多すぎませんか。
●  ポンプ・照明ワット数等の熱源が大きすぎませ
んか。

●  水（液）が循環せずに止まっていませんか。

○  設置場所を変える。

○  「お手入れのしかた」を参照し、清掃する。
○  障害物を取り除く。
○  能力にあったクーラーにする。
○  能力にあったクーラーにする。

○  水（液）を循環させる。

運転が
停止しない

●  システム全体の水（液）量が多すぎませんか。
●  設定温度が低すぎませんか。
●  ポンプ・照明ワット数等の熱源が大きすぎませ
んか。

●  配管が長すぎませんか。
●  温度センサーが取り付けされていますか。
●  温度センサーが消耗していませんか。

○  能力のあったクーラーにする。
○  設定温度を上げる。
○  能力のあったクーラーにする。

○  配管を短くする。
○  温度センサーを取り付ける。
○  温度センサーを交換する。

補修用性能部品の

最低保有期間
■  クーラーの補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後5年間です。
■  性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
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点検
性能を維持するために日常的にご確認いただく「日常点検」と、法令によ
り実施することが義務付けられている「法令による点検」があります。
下記の説明に従って、それぞれの点検を実施してください。

長時間使用しますと、内部が汚れて性能が低下することがありますので、
使用環境に応じて保守周期を決定して点検・保守を行ってください。

保守項目 点検内容 保守周期

冷 

却 

装 

置

冷却温度 温度調節器の目視確認 日常点検

前面開口部 付着したホコリ・ゴミの清掃 1か月

エアーフィルター 付着したホコリ・ゴミの清掃 日常点検

冷却水タンク 水位の確認 日常点検

冷却水配管 水が確実に循環しているか、液漏れ、結露の確認 日常点検

本製品は、フロン類（温暖化ガス）が使用されています。フロン類の漏洩
を早期に発見するため、法令により定期的な点検・点検の記録・記録の保
存が義務付けられており、怠ると罰せられる可能性があります。点検はコ
ンプレッサに用いられているモータの定格出力の大きさにより、簡易点検
のみの実施、または簡易点検と有資格者による定期点検のいずれかを行い
ます。本製品は、簡易点検を行う機器に該当します。以下の説明に従って、
簡易点検を実施してください。

■ 簡易点検について
フロン排出抑制法により、本製品は３か月に1回以上の簡易点検を行
う必要があります。また、その点検記録票の記録と保存が必要になり
ます。（本製品の廃棄後、３年間保存が必要です。）

■ 簡易点検の項目について
簡易点検の項目は、法令で具体的な点検項目が定められていませんが、
点検項目の一例を次に示します。お客様でお気付きの点があれば、確
認事項を追加してください。

点　検　項　目 点　検　内　容

液温の確認 液温を測定し、設定温度との差を確認する

異常な運転音 異常な運転音の有無

異常な振動 異常な振動の有無

機器からの油のにじみ 機器からの油のにじみの有無

機器の外観の破損 機器の外観の破損の有無

機器の外観の腐食 機器の外観の腐食の有無

機器の外観のさび 機器の外観のさびの有無

日常点検

法令による点検
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■ 簡易点検シート
簡易点検シートのサンプルです。簡易点検の実施に役立ててください。
なお、法令による書式の指定はありません。お客様でお気付きの点が
あれば、確認事項を追加して使用してください。このサンプルはレイ
シーホームページからもダウンロードできます。
　　http://rei-sea.iwakipumps.jp/download/

簡易点検シート

設置年月日

機器名称（型式） 異常時の連絡先

製造番号 定格出力

フロンの種類 充填量

※上記記載内容は機器銘板などで確認してください。

点　検　項　目

年

月

日

点検実施者

1 液温の確認

2 異常な運転音

3 異常な振動

4 機器からの油のにじみ

5 機器の外観の破損

6 機器の外観の腐食

7 機器の外観のさび

8 気付き事項

■ 簡易点検の記録の保存について
簡易点検の記録は、本製品の廃棄等を行い、冷媒の引き渡しを完了し
た日から３年経過するまで保存する必要があります。また、関係省庁
から要求があった場合は、速やかに提出できるようにしておいてくだ
さい。

●  通常に使用している場合でも、クーラー内部の汚れにより性能が低下す
る場合があります。においの発生や故障の原因になる場合もありますの
で、1年に1回、定期整備をしてください。

●  通常のお手入れとは別に、専門家による点検整備をおすすめします。費
用などの詳細は、購入された取扱店にご相談ください。3年以上ご使用
の場合は、専門家による整備を行ってください。

定期整備のおすすめ
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仕様
型式 AZ-280X AZ-280X-15L

外形寸法 幅220mm　×　奥行き410mm　×　高さ510mm
使用温度範囲 5　～　35℃　（湿度80％以下）
温度範囲（設定温度）※1 5　～　35℃

冷却能力（50/60Hz) 687/773 kcal/h 
800/900 W

冷却液量の

目安 

液温18℃
外気温32℃ 450 ℓ以下

液温25℃
外気温32℃ 800 ℓ以下

消費電力 450/500 W
定格電流 5.8/5.6 A
始動電流 23.2/22.4 A
電源 単相　100V　50/60Hz
冷却コイル材質 チタン（保護チューブ　FEP）
保護カバー /
フレキシブルチューブ材質 EPDM　

フレキシブルチューブ長さ 600 mm 1500 mm
冷媒 R-134a　
製品質量 27 kg 29 kg

●  上記仕様は外気温 25℃、設定温度 25℃の場合の値です。設置環境、水槽の材質・形状、液体、接続機器等の条件により異なります。
●  冷却能力および冷却液量の目安は、水相当の液体を想定した内容です。
●  上記仕様は改良のため予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
※  サーモコントローラ TC-101の設定温度は 0 ～ 50℃ですが、クーラーの使用温度範囲内（5 ～35℃）でご使用ください。

寸法（mm）

上面
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保証・サービスについて
1.  保証について
保証書の「お買い上げ日」「販売店名」など所定事項の記入をお確かめになり、保証内容をよくお読
みになった後、大切に保管してください。なお、保証書の再発行はいたしませんのでご注意ください。
保証書は明示した期間・条件のもとにおいて無償修理をお約束するものです。保証期間経過後の修
理については下記の「2. 保証期間中の範囲と修理」の項をご参照ください。

2.  保証期間中の範囲と修理
1）  取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意に従った使用状態で保証期間内に故障した場合には、保証
書の指示により1年間無償修理いたします。

2）  保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
(イ )  ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷
(ロ )  冷却コイル以外の部分を水で濡らした場合の故障
(ハ )  お買い上げ後の取り付け場所の移動、落下などによる故障および損傷
(ニ )  火災、地震、ガス害、塩害、風水害、落雷その他の天災地変、公害や異常電圧による故障

および損傷
(ホ )  保証書がない場合
(ヘ )  保証書のお客様名、お買い上げ日、販売店名の記入のない場合あるいは字句を書き替えら

れた場合
(ト )  保証書に販売店の捺印またはサインがない場合
(チ )  正常なご使用方法でも消耗部品が消耗、摩耗、劣化した場合
(リ )  本製品に接続している当社指定以外の機器に起因する故障および損害
(ヌ )  当社出荷時の科学・技術の水準では予見できなかった事由による場合

3）  次の場合については補償いたしませんので、あらかじめご了承ください。
(イ )  生体の病気や死亡、水草などの枯れについて
(ロ )  ご使用中に発生した故障に起因する種々の費用その他の損害
(ハ )  水槽または液槽の冷却以外でのご使用
(二 )  取扱液の化学的もしくは流体的な腐食

4）  保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管してください。

5）  本製品は日本国内用に設計されています。国外でのご使用は保証いたしかねます。
また、保証は日本国内においてのみ有効です。 

3.  修理について
ご使用中に異常を感じたときには、ただちに運転を停止して故障か否かをご点検ください。（「修理
を依頼される前に」の項をご参照ください。）
1）  修理を依頼される前に、再度この取扱説明書をよくお読みになり再点検してください。
2）  修理の際は、お求めになった販売店にご相談ください。
3）  ご贈答、ご転居などでお求めの販売店にご依頼できない場合は、直接弊社にご相談ください。
4）  誤った修理は、火災や感電などの危険な事故につながります。ご家庭での分解修理は絶対に行わ
ないでください。
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修理を依頼される前に
■ AZシリーズは、全てメーカー預かり修理となり、訪問修理は致しません。
クーラーをお預かりした時点で点検・修理見積料が発生しますので、あらかじめご了承ください。
お預かりしたクーラーは修理しない場合に限り、点検・修理見積料を請求させていただき、クーラー現品はお
客様宛返却とさせていただきます。また、修理見積後3週間たっても何らご回答がない場合には、修理しない
ものとして返却させていただき、点検・修理見積料を請求させていただきます。

廃棄をされるときは
1）  本製品の廃棄時は、必ず都道府県に登録されたフロン類回収業者へ依頼し、フロン類を確実に回収・処理
してください。（法令で義務付けられており、怠ると罰せられることがあります。）

2）  フロン類の回収時は、回収証明書を回収業者から受け取ってください。
3）  回収や破壊に必要な費用は、管理者が負担する必要があります。
4）  登録されている回収業者については、各都道府県のフロン対策課またはホームページでご確認ください。
また、弊社にご依頼いただく際には、お求めになった販売店へご相談ください。

5）  フロン類の回収が行われていない機器を廃棄物・リサイクル業者が引き取ることは禁止されています。
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製造元：株式会社三芝製作所 

T892-5　21/07

安全に関するご注意 輸出に係るご注意永年ご使用の機器の点検を！
●ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いく
ださい。 ●本書に掲載の図・イラストは実際のものと多少異なり
ます。また、性能・寸法・価格なども改良のため予告なく変更する
場合がありますので、あらかじめご了承ください。 ●万一の漏電
災害を未然に防止するため、漏電ブレーカーを必ず別途ご購入の
うえお取り付けください。 ●電源プラグ・コードは、ていねいに取
扱ってください。また、コードを切ったり、延長するなどの改造は
絶対にしないでください。火災や故障などの原因となります。改造
した場合の保証は一切いたしません。 

本製品は日本国内用に設計されています。国外でのご使用は保証い
たしかねます。本取扱説明書における使用の技術に関しては、外国
為替令別表に定められた役務取引許可対象技術のいずれかに該当い
たします。輸出または国内であっても輸出に係る提供の際は、経済産
業省の役務取引許可が必要となる場合がありますのでご注意願います。

故障や事故防止のため、電源プラグを
コンセントから抜き、必ず販売店に点
検をご依頼ください。なお、点検・修
理に要する費用は、販売店にご相談く
ださい。3年以上ご使用の場合は、専
門家による整備を行ってください。

●電源を入れても動かないことがある。
●コゲくさい臭いがする。
●電源コードが異常に熱い。
●水漏れや異常音がある。
●漏電ブレーカーがひんぱんに落ちる。
●その他の異常や故障がある。

こんな症状はありませんか？

This appliance is designed for domestic use in Japan only and 
cannot be used in any other country. No servicing is available 
outside of Japan.  

関東地区・甲信地区・静岡・愛知・三重・岐阜

東京都千代田区東神田2丁目5-15 住友生命東神田ビル11F
〒101ー003１
TEL 03-5825-2141　FAX 5825-2144　

http://rei-sea.iwakipumps.jp/
株式会社イワキ　東京支店２部４課　レイシー担当

関 西 地 区／大 阪 支 店
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TEL 022-374-4711　FAX   371-1017
TEL 082-271-9441　FAX   273-1528
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